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（開示事項の変更）タイ王国における合弁会社の設立に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、2025 年６月 25 日にお知らせいたしました、タイ王国（以下、「タ

イ」という。）における子会社設立を変更し、タイ現地展開における戦略的業務提携を締結している KAIGO 

Life., Ltd.（以下、KAIGO Life という。）と合弁会社を設立することに決定いたしましたので、下記のとお

りお知らせいたします。 

 

１．合弁会社設立へ変更した理由 

   当社は、2025 年６月 25 日付「タイ王国における子会社設立に関するお知らせ」にて公表しました通

り、海外ビジネスマッチングプラットフォーム「BIG ADVANCE GLOBAL」の同国における展開を目的とし

て、2025 年７月に現地法人を設立する予定でした。 

しかしながら、子会社設立準備と並行して KAIGO Life とタイにおける販売スキームを協議していく

中で、タイの政府機関である OSMEP（中小企業振興庁）及びタイ現地銀行と契約を締結するには現地資

本が過半を占める合弁会社の方が、タイにおける事業をより円滑かつ迅速に進める上で最適であると判

断し、当社の子会社ではなく、合弁会社を設立することといたしました。 

KAIGO Life は、タイ商工会議所や日本及びタイ政府機関等との連携のもと、政府レベルのビジネスマ

ッチングやコンサルティングを手掛けております。また、タイ有数の財閥であるサイアム・モータース・

グループの一族で、豊富な実績と強固な事業基盤を有しております。 

この度の合弁会社設立により、同社のネットワークを最大限に活用し、事業の早期立ち上げと拡大を

目指してまいります。 

 

２．合弁会社の概要 

（１）名称 SIAM KOKOPELLI Co., Ltd. 

（２）所在地 20 Soi Sukhumvit 67, Sukhumvit Road., North Phrakhanong, Wattana, 

Bangkok, 10110 

（３）代表者の役職・氏名 Chief Executive Officer  Chinnatip Phornprapha 

（４）事業内容 海外ビジネスマッチングプラットフォーム「BIG ADVANCE GLOBAL」の提供 

（５）資本金 200 万タイバーツ（約 9,000 千円） 

（６）設立年月日 2025 年 12 月（予定） 

（７）決算期 12 月末日 

（８）純資産 未定 

（９）総資産 未定 

（10）大株主及び持株比率 KAIGO Life                                51.0％ 

当社                   49.0％ 
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３．合弁契約の相手先の概要 

（１）名称 KAIGO Life Co., Ltd. 

（２）所在地 20 Soi Sukhumvit 67, Sukhumvit Road., North Phrakhanong, Wattana, 

Bangkok, 10110 

（３）代表者の役職・氏名 Chief Executive Officer  Chayaporn Phornprapha 

（４）事業内容 コンサルティングサービス業 

（５）資本金 100 万タイバーツ（約 4,500 千円） 

（６）設立年月日 2020 年３月 17 日 

（７）上場会社と当該会社 

との間の関係 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 当該会社にコンサルティングを委託しております。 

関連当事者への 
該当状況 

該当事項はありません。 

（注）当該会社の「大株主及び持ち株比率」、「最近３年間の財政状態及び経営成績」は、当該会社の意向に

より、非開示とさせていただきます。 

 

４．日程 

（１）契約締結日   2025 年 12 月３日 

（２）会社設立日   2025 年 12 月（予定） 

（３）事業開始日   2025 年 12 月（予定） 

 

５．今後の見通しについて 

本件による連結業績への影響については現在精査中であり、開示すべき事項が発生した場合には速や

かに開示いたします。 

以 上 


